
ア
ン
・
ハ
ド
ソ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
細
特

「
看
護
婦
は
ど
う
み
ら
れ
て
き
た
か
』

「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
出
版
経
緯
を
読
む
と
、
ま
さ
し
く
こ
の
訳
書
の

出
現
が
生
ま
れ
る
べ
く
し
て
、
一
つ
の
日
本
の
看
護
の
転
換
期
に
生
れ

た
と
い
う
思
い
が
湧
く
。
「
こ
の
本
は
月
日
侭
隅
ａ
ｚ
目
陥
り
宅
曾
９
円
‐

庁
ご
駅
坤
○
日
函
尉
さ
ｑ
・
少
耳
》
回
国
旦
巨
５
国
目
忌
日
＆
月
旦
す
］
旨
。
①
印
》
Ｐ
．

国
．
勇
旨
烏
百
三
Ｐ
ロ
ヨ
く
①
風
ｑ
ｇ
Ｆ
弓
易
甦
く
四
ヨ
煙
卑
①
閉
．
己
認
）
の
全

訳
で
、
看
護
な
い
し
看
護
婦
を
、
社
会
と
時
代
を
通
し
て
変
容
し
な
が

ら
も
連
続
す
る
〈
表
象
〉
と
と
ら
え
、
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
多

様
な
価
値
観
を
、
文
学
・
美
術
・
大
衆
文
化
・
建
築
学
・
歴
史
学
・
心

理
学
・
女
性
学
・
医
学
史
・
人
間
科
学
な
ど
の
多
領
域
か
ら
探
索
し
た

刺
戟
的
な
論
文
集
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
監
訳
者
の
中
島
憲

子
さ
ん
を
含
む
大
阪
大
学
医
学
部
環
境
医
学
教
室
（
こ
の
十
月
三
十
日
に

医
の
あ
り
方
を
問
い
続
け
て
亡
く
な
ら
れ
た
、
中
川
米
造
先
生
が
教
授
で
あ

ら
れ
た
。
）
の
若
手
研
究
者
達
の
手
に
よ
っ
て
完
訳
さ
れ
た
。

当
時
中
川
研
究
室
で
は
、
先
生
指
導
の
も
と
に
、
歴
史
学
・
社
会
学
．

文
化
人
類
学
・
倫
理
学
な
ど
、
人
文
・
社
会
科
学
系
の
研
究
者
を
医
療
・

看
護
の
現
場
で
働
く
人
達
が
集
ま
り
、
領
域
横
断
的
交
流
を
モ
ッ
ト
ー

に
定
期
研
究
会
が
開
か
れ
て
居
た
。
そ
こ
へ
時
空
出
版
か
ら
中
川
先
生

を
通
し
て
こ
の
識
訳
が
持
込
ま
れ
、
関
心
を
寄
せ
た
五
人
が
様
々
な
困

難
を
乗
り
越
え
て
中
断
す
る
こ
と
な
く
八
年
近
い
年
月
を
か
け
て
、
一

九
九
七
年
五
月
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
と
彼
女
達
の
出
合
い
は
、
問
題
意
識
と
方
向
性
を
同
じ
く
す
る

海
の
向
う
の
仲
間
と
の
出
合
い
と
も
云
う
べ
き
新
鮮
な
体
験
だ
っ
た
と

一
云
尹
つ
。

こ
の
間
の
年
月
は
ま
た
、
日
本
に
看
護
大
学
が
数
多
く
設
立
を
み
た

ナ
イ
チ
ン
ゲ
－
ル

時
期
で
あ
り
、
も
は
や
「
白
衣
の
天
使
」
や
「
泣
き
賃
ガ
ー
ル
」
で
な

い
新
し
い
ナ
ー
ス
像
が
求
め
ら
れ
生
れ
よ
う
と
い
う
時
代
に
な
っ
て
い

る
。
関
西
で
は
中
川
教
授
の
先
見
性
が
導
い
た
学
際
的
な
視
野
か
ら
の

研
究
が
こ
の
本
に
結
実
し
、
関
東
で
も
東
京
大
学
で
社
会
学
的
立
場
か

ら
准
看
護
婦
問
題
が
研
究
に
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
時
、
「
看
護
」

が
「
看
護
問
題
」
と
共
に
「
人
間
の
課
題
」
し
て
追
求
さ
れ
る
時
代
に

入
っ
た
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
。
こ
の
本
の
内
容
は
、
ま
さ
し
く
特
質
が

そ
こ
に
あ
る
と
云
え
よ
う
。

編
集
者
の
Ａ
・
Ｈ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、
テ
キ
サ
ス
大
学
の
医
学
系
で

看
護
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
綜
合
人
文
科
学
コ
ー
ス
の
中
の
一
つ
の

科
目
「
ア
メ
リ
カ
文
学
及
映
画
の
中
の
看
護
婦
の
イ
メ
ー
ジ
」
の
テ
ー

マ
を
受
持
っ
た
。
そ
こ
で
の
学
生
の
意
欲
と
関
心
の
強
さ
に
触
れ
て
、

学
生
が
自
分
の
職
業
を
外
部
か
ら
み
つ
め
る
学
習
を
非
常
に
望
ん
で
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
研
究
は
殆
ど
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を

知
っ
て
、
助
成
金
を
得
て
論
文
集
を
産
み
出
す
優
秀
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
組
織
し
た
。
米
国
の
「
文
学
と
医
療
」
誌
に
集
ま
っ
た
各
州
の
大
学

や
専
門
領
域
で
活
躍
す
る
研
究
者
を
中
心
に
、
歴
史
・
美
術
・
文
学
の

専
門
家
（
そ
の
大
半
は
フ
ェ
ミ
’
一
ス
ト
の
人
文
科
学
系
の
人
々
）
十
名
に
依

頼
し
、
各
分
野
に
お
け
る
「
看
護
婦
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
関
し
て
論
文
を

害
く
よ
う
求
め
た
。
そ
し
て
お
互
い
に
そ
の
論
文
を
読
み
、
一
堂
に
集

っ
て
専
門
領
域
の
境
界
を
こ
え
て
討
議
し
、
そ
の
結
果
を
論
文
に
反
映
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し
加
筆
修
正
さ
れ
、
成
果
の
み
の
っ
た
論
文
集
が
で
き
た
と
い
う
。

編
者
は
「
そ
の
共
同
研
究
で
私
は
、
学
際
的
な
女
性
学
研
究
の
理
想

像
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
よ
う
に
思
う
」
。
と
語
っ
て
い
る
。
私
達
は
日

頃
、
看
護
婦
問
題
の
女
性
学
検
討
の
必
要
性
を
痛
感
し
な
が
ら
果
せ
な

い
で
来
た
。
そ
の
重
要
点
を
先
ず
序
論
が
展
開
し
て
い
る
。
即
ち
看
護

は
女
性
一
般
の
メ
タ
フ
ァ
と
し
て
今
日
も
存
在
し
て
い
る
。
看
護
の
歴

史
の
中
に
み
ら
れ
る
女
性
観
の
反
映
と
し
て
の
矛
盾
に
み
ち
た
看
護
婦

の
肯
定
的
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
ケ
ア
の
社
会
的
価
値
の
正
当
視
が
確

立
す
る
こ
と
無
し
に
は
消
失
し
な
い
こ
と
。
女
性
、
女
性
労
働
、
看
護
、

の
地
位
は
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
相
互
関
連
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

本
文
内
容
は
、
十
編
の
論
文
が
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
「
第
１
部
・
視
覚
芸
術
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
」
に
は
、
①
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
以
前
（
絵
画
・
彫
刻
）
。
②
イ
メ
ー
ジ
か
現
実

か
（
写
真
）
。
③
象
徴
と
し
て
の
建
築
。
「
第
Ⅱ
部
・
文
学
の
な
か
の
イ
メ

ー
ジ
」
。
④
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
大
衆
文
化
に
見
る
看
護
婦
の
イ
メ
ー
ジ
。

⑤
看
護
婦
。
⑥
「
特
殊
な
関
係
」
。
⑦
生
命
の
信
奉
者
た
ち
。
「
第
Ⅲ
部
．

社
会
問
題
と
イ
メ
ー
ジ
・
」
⑧
ワ
シ
の
よ
う
に
舞
い
上
が
れ
（
黒
人
看
護

婦
を
め
ぐ
る
歴
史
イ
メ
ー
ジ
）
。
⑨
イ
メ
ー
ジ
と
理
想
（
看
護
の
社
会
化
と
性

差
別
）
。
⑩
白
衣
の
天
使
（
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
で
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
像
）
。

と
な
っ
て
い
る
。

私
達
は
看
護
史
研
究
会
と
い
う
さ
さ
や
か
な
サ
ー
ク
ル
で
、
や
は
り

七
年
の
年
月
を
か
け
た
共
同
討
論
に
よ
り
、
「
看
護
学
生
の
た
め
の
世
界

看
護
史
」
を
一
九
九
七
年
三
月
に
や
っ
と
刊
行
し
た
。
そ
の
立
場
か
ら

は
、
や
は
り
文
化
財
で
看
護
の
歴
史
を
立
証
す
る
第
１
部
が
一
番
ひ
き

つ
け
ら
れ
た
。
古
代
で
は
少
な
い
史
料
で
あ
ま
り
の
断
定
ぶ
り
に
驚
き

つ
つ
も
、
私
事
と
し
て
の
看
護
が
時
代
と
共
に
社
会
的
要
求
に
よ
り
公

事
と
し
て
の
看
護
へ
と
変
る
。
そ
こ
で
の
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割
が

実
証
的
に
の
べ
ら
れ
る
。
病
院
と
看
護
婦
養
成
の
密
着
度
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
変
化
で
変
る
看
護
婦
宿
舎
の
建
築
物
の
象
徴
性
な
ど
確
か
な
指
摘

に
教
え
ら
れ
た
。
第
Ⅱ
部
は
多
様
な
、
高
級
・
大
衆
文
学
と
看
護
に
つ

い
て
の
論
及
。
第
Ⅲ
部
は
今
日
的
な
看
護
問
題
の
鋭
い
指
摘
と
批
判
に

満
ち
て
い
て
誠
に
刺
戟
的
。
刊
行
を
深
く
感
謝
し
た
い
。

（
坂
木
玄
子
）

〔
時
空
出
版
社
輔
〒
叩
ｌ
岬
東
京
都
文
京
区
小
石
川
四
’
一
八
’
三
、
恋

○
三
’
三
八
一
二
’
五
三
一
五
、
一
九
九
七
年
七
月
発
行
、
Ａ
５
判
、

三
一
八
頁
、
二
、
九
○
○
円
〕

小
曽
戸
洋
著

「
中
国
医
学
古
典
と
日
本
ｌ
書
誌
と
伝
承
ｌ
」

わ
が
国
で
は
、
古
来
、
多
く
の
古
医
籍
が
秘
蔵
伝
承
さ
れ
、
中
国
古

典
医
学
研
究
の
た
め
の
一
大
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
マ
イ

ク
ロ
複
写
に
よ
る
利
用
や
影
印
刊
行
に
よ
っ
て
広
く
一
般
に
流
布
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
九
七
○
年
代
半
ば
以
降
の
こ
と
で

あ
る
。
本
書
の
著
者
・
小
曽
戸
洋
氏
は
こ
う
し
た
研
究
環
境
の
熟
成
を

踏
ま
え
、
一
九
七
○
年
代
後
半
か
ら
善
本
医
書
の
本
格
的
研
究
を
精
力

的
に
行
っ
て
き
た
。
本
書
は
、
著
者
が
二
十
年
余
の
研
究
過
程
で
発
表

し
た
数
多
く
の
論
文
の
中
か
ら
、
中
国
古
典
医
学
に
つ
い
て
の
そ
れ
を
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